
●認定申請の手続きの流れ

建築主等 横浜市 

事 前 相 談 

建築物等の形態意匠に関する 

認定申請書【資料２－１、２－２】 
受付 

計画内容について審査※

※計画の規模等によって、 

横浜市都市美対策審議会に付議し、 

意見を聴きます。 

適合してい
る場合 

適合しない
場合 

認定証 
交付 

適合しない
旨の通知書

交付 

適合しない
旨の通知書

受理 

認定証 
受理 

建築確認 
申請等 

資料１

01152107
テキストボックス



【参考】 

地区計画条例（横浜市地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例）抜粋 

 

(計画の認定) 

第 25条 別表第 13(あ)欄に掲げる区域内において建築物の新築、増築、改築若しくは移転、

外観を変更することとなる修繕若しくは模様替若しくは色彩の変更(以下この章において

「建築等」という。)又は工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することと

なる修繕若しくは模様替若しくは色彩の変更(以下この章において「建設等」という。)を

しようとする者は、あらかじめ、その計画が、前条の規定に適合するものであることにつ

いて、申請書を提出して市長の認定を受けなければならない。当該認定を受けた建築物の

計画を変更して建築等又は工作物の計画を変更して建設等をしようとする場合も、同様と

する。 

 

2 市長は、前項の申請があった場合においては、申請の日から 30 日以内に、申請に係る

建築物等の計画が前条の規定に適合するかどうかを審査し、審査の結果に基づいて当該規

定に適合するものと認めたときは、当該申請者に認定証を交付しなければならない。 

 

3 市長は、前項の規定による認定をしようとする場合において、申請に係る建築物等の規

模等に照らし必要があると認めるときは、あらかじめ、横浜市都市美対策審議会条例(昭和

40年 7月横浜市条例第 35 号)により設置された横浜市都市美対策審議会(以下「都市美対策

審議会」という。)の意見を聴くことができる。 

 

4 市長は、前 2項の規定により審査をした場合において、申請に係る建築物等の計画が前

条の規定に適合しないものと認めたとき、又は当該申請書の記載によっては当該規定に適

合するかどうかを決定することができない正当な理由があるときは、その旨及びその理由

を記載した通知書を第 2項の期間内に当該申請者に交付しなければならない。 

 

5 第 2項の認定証の交付を受けた後でなければ、同項の建築物の建築等及び工作物の建設

等の工事(根切り工事その他の規則で定める工事を除く。第 34 条第 1 項第 6 号において同

じ。)は、することができない。 

 




